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　　1　は　し　が　き

　ボーキサイトは鑛石の一殻概念から見て，非常に特異

の存在といわねばならない．

　第1にiiftのボーキサイトは赤色を呈する．太亭洋職

幹の末期，この赤い鑓石を桜んだ我國の貨勒鴛の多くは

米國潜水艦の好餌となつたそうであるが，それ程特微と’

見られたこのボーキナイトの赤色｛ま，喪はその不純物の

色であるに逝ぎないのである．

　第2にボーキサイH±一定の成分を持たない．（1｝主成

分は含水アルミナであるが，水の量は一定でない．ボー

キサイトを一定威分の鑛物であるとして，その成分は

A】！03・2He　Oであるときれていたが，今日ではAle　O：・

2He　Oの組成の鑛物は存在しないことが明らかとなつた

　第3にアルミニウムは地球上で酸素，珪素に次いで多

雪とに存在し，鐵やカルシウムやナトtiウムよりも遙かに

多量に存在するにも力砥わらず，その鍍石としては，現

在はボーキサイトのある特殊なもの（赤卑＄：一キナイト）

のみが用いられているに過ぎない．

　，これらの鎚を申心として．ボーキサイトよリアルミナ

’の製造について簡翠にのぺる．

　2　ボーキザイトの生蛮甑

　ボーキサイトは始め南フラソスのL鈴Beaux地方で

探捜せられたので，Bauxiteと呼ばれるよ5になつた・

　　　　第1彗～　ボーキサイトi董額ゼ（1936年）

　　　　　0　　10萬　　20萬　　30萬　　40萬

　1936年（昭和11年）ρポーキナイ．トのi堺麟ば約

290漉tで，主要生液i地は第1表のようである：これら

の産地の中・ギヤナ（英頑・蘭領）蓬ボーキサイトほ主
として・＊Nへ．．ツガリ扱ユーゴー藤一キt・イ㌧は

主として獅逸へ帳出せられた．ソ辿は20萬t盗ゆ蓬額

を示した．

　わが國はアルミ昌ウムの生遡月始が遅れて，バイヤー

法のエ場は1937年に操震を始めたので，この表には凹

異しないが，その後我照が主として用いた筏百は．南方

地域のボーキサイトで，第1表のイソドネシヤのビソタ

ン息をばじめとしてgVV一地方のジョホール南洋紬

のパラ才島等がその主要産地で，1943年〔昭和18年）

には約60萬tのボーキサイトを消費しt．｛3）

3赤色ボー串サイトと白色ボーキサイト

．ボーキチ朴はその不純物によ6て用途をy．にする

　ポキーサイトの不純物として量の上からも。質の上か

らも重要な影響を及ぼすものは，酸で臓と珪酸である

　赤色ボーキサイトは酸化鐵を多量に含みそのために券

色を呈し珪強iは少堂であろ．これに反して白色ボーキサ

イトは常に不純物として珪酸を多量に含み酸化鐵は少量

であろ．

　さて．陵でのぺろように，アルミニウム製錯：に好都合0

純伴なアルミナを得るたあには，求一キサイFの灘含』

有量がなるべく少いことが必要である．そのためには・

50寓　酸化鐵；e多少含んでいても，珪酸の少い赤色ポーキeイ
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トが喜ばれる．

　現在アルミナ鳥塾に用L．・られていろ赤色t｛一キサイト

にアルミナ〔N，．O、）50％以上，斑冠Sio、）5％以下・

酸化鐵〔Fe，O，）20％以下とされている．酸化チ”

（T：0詔）も、」、と同じ害をなすが，ボPキサイト中｛二｛t’

荘通】～り％｛了にであるので，問題にばならたい．

　さて常辞驚孝一キサイFの代表であるイソドネ・yヤo

」



　t第25窪…七　第4號　 ’　・　’P’　　．

卿タy継一キサイ隈つL・”・　u“n’．ばω，－SiO…4％以

丁・ものct・撒撒千Tコ’，　tと翫らP，t’まず我亮し

琳顛のポ縛サイ喉翻とレて充分儲して差
亥えないと信ずるi’　　・　！

　：4ボーキサイトの成分　　　　　　　　1・

．，

ﾝ…戸キサイトは土歌または塊猷を呈し，純梓の’ 烽ﾟは

1白色であるが1天然には繍物ものは殆んどなく滅分
痛・’ｵく鋤するので白，7A．黄褐，赤艶など種丸
．の色を呈す、　　．．　’・　’　　「　　　　　一’

丁第2表に昏地の赤色di｛　，一キテイトの成分を示す．この

表で明らかな様にlrボ・：キサイ材凱その水分（H20）によ

つて，2石夏麺残こブく別しそ専ること油：分る・　　　　　　　　・．昌

　　　第2蓼…　各s也ボーキサイトの威分（タ｛∫）

固・dS：・・i職iTl。EIH・O
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（佛印産ボ白’キサイト）もあるが，一般にはべ・一マイト，

ギブサイ1セ含み・’アル潮等に容易｝こ溶けるボ赤色nt　i

←一キサイトがアルミニウム原料として霧ばれるのは，肥．

の原料に比して，珪酸含有量の少いことが第1であるが

このナルカリによく溶ける性質も大いにあずかつてい

る；

5　バイヤ」法（2X？）
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　’タ’ルマチヤ地方郡アーti）ソサス）1・1

第ユは水分が11～16％あ範1狽にあるもので，≡主とし

て牌Hに産する．この型の表一キサイトは赤士型と樗し

質岩等の易解により生じた含水アルミナカ：Jli71質岩石に

溜して生：たものである、こ雄べ．一マイ’ト（A！，O、・

H、O）を含んでいる．

　第21ま水分が25～32％の範潤にあるもので，主とし

て漏姫糊艶方に灘る．南洋産ポーキサイ鴎ご
Titに5曳　この型のボーキサイトは、ラテラ辱ト型とttrSし

熱勒アルミナに富む岩石が蒲翠して生廉粘土がさ

ら1こ鋸して藻嬬が溶出し会り，．ly　i：．　E’ナと酸化鍛に

審むラテライトたなり，これが更に譜｛一キサdFになつ

te　S」のである．これ｛まギブサイh（ハイドラ＿ジライト

とも樗す）（ATr　03・3He　O）’．を含んでいる．

　さてアルミナの墾孟として」a，β，r，δ，ε，の5種が知

Sitていろh：，その拠特に…藷なものは繭，　o、と

「“．alt。s　ZZtある．。一莇o諏安定な詰晶で、　r－AILD3

蜘U・くらぺると識ア励りi・灘し易、、e

．冒水ア・vミナは嚇騒と，　a－－4W・・1…r－Al．　O、にな

⇔が・それによつて含水’アルミナをa－ALOゴ趣O等

聡・ペーv州む髄q・H，q朔サ州ま一
轡舳専。で泌餌・アルミナ1・はな訓アス
麻7π一Al，　O，；・1｛ユoがある．

証hキチ州・は鰯として列アス紅姶む切．

　　素一キサイb．よリアルミ言ウムを裟錬するには，まず．

　純梓（99～99．9．％）のアルミナを得なければならぬ1

　　アルミニウム製錬はこのアルミナを次の渥元工程で，

　熔磁矯解して金陽アルミ＝ウム・とするのであるが，他の

一　金属例えば銅なt’；と違って，一一度粗金陽として，これを

　さらに精製することは極めて．困難である．そのために充’

　分純粋なアルミナを得る必要があ7p；　’　　．．

　　ボーキサイトより純雑のアルミナを得るにはノくイヤ”

　法で行う・バイヤー法は所謂灘式法で，苛性ソFダを用

　いる・　　　．　∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　バイヤr・法の場合，原凝中め不純物，或は工程から來

　・る不純物としてに，酸化鍛珪醗酸化チタ拓アルカ．

　　りt水が考えられる．’原料の不純物として，少量の重金

　腐例えば々ソガソ酸化物を含む場合もあるが，とれらあ

　窺金麗は大鐙酸化鐵と同じ行動をとるものと考えて差支・

　えない．　　　　、．　　『　　　　　　　ド　　　　　　　　ー

　　第1置はバイヤー法の工程圖である．（5），これに從つ・（　一

　　とくに上にのべたネ純拗の行動を中心と・してパイヤ．一法

第ユ圃

を設萌することとずる．Sl，一キサイトは糠卒した錫廻韓

．盤で350～如OC’で煤焼する．この爆焼を行わないコ：場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45

、



ユ54

’もあるが1－Fi　r一キサイト申には少量ながら有機物があt）七

　t．これを除かないと後嚇酸イヒア・レミニウム蜥出を妨げ

ゐので行ρた7‘が好、・拠でfi1・r・iレ・・曙で微灘し

・て前庭理を諮る．、

、　ボーキサイートは麗縛機を備えた混合槽で，濃度約42％

．の苛｛生ソータと漉合し，…史いでオートクレーヴで　5句6

懸　160～170℃で熱汽により，ボ・一キサイト中のア

ルミナをアルミy酸ノーダ溶液とする，A12051モルに

「N・OH・3・6モ・瞳臥鑛石中のアルC）の9P％程度
1がミ容液となる・．　ご　1－．　　　，　　　　・・　’、

　　　AlgO3十2N’a　QIヨ〔＝2NaAIO詔十H20　　　　　　i　　・

酸化鐵は水酸化飯の形で不糊生りま玉残る．「一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珪酸はこれに反しアルカリ　・アルミ1ナと共にゼオライ

rト』 iN・，・O・Al，・O、・3S三〇，・nH，　b）6形で不溶性とな、

る・邸ち珪酸亀不溶｛生にはなるが，同時に洗澱中にアル

ーカリ，アル言≠を含み，その犬きな損失となる．かつ珪

一酸め一部は珪酸ソ・一・　””として溶液に行く．これが瑳酸の

多いボーキサイトがアルrナの製艶に嫌われる理由であ

る　　一　　　　　　　1－』L・・一

　一酸化チ、タyも酸極…メタチタy酸ソ・一ダ（NaHTiO3）と

して不溶性になりゴアルカリの損失を招くが，これは一

般に含有渥が少いので，あまり問題にならない．

　きてこれらの不縫物は瑳酸の少量を除いて沈澱（ガく酸

　　　　　　　　　　　　　せPPh化鐵のため赤色を呈するので赤泥という）となる．をれ

故赤泥と治液との分離はきわめて重要で，これが不売分

であると，得たアルミナが不縄になる．この分離にはシ

ククナ’を用いる．シツクナーは泥状液を麗搾して土澄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と洗澱とに分離す．る髪置で，岡のよ・うに競を併置し，沈

椴はその底郡より抜き家のシックナーに蓬り，上澄はシ

ックナーの上都から濫流せしあ，前のシックナーに戻し，

かくしてユ番最後のシックナ”に1燃湯を加え，アルミ

ン酸ソーダを完至に「会いた赤泥を底部より除く．最初の

シノコナー一の上澄液はアルヵり約23％程度まで稀縄せ

ちれた瀞訟アルミソ酸ソーダ溶液を得，さらli必要に

趣じでフィルターブレスで赤泥を完至1こ除く．液を我轟

することはフィルPt・・一ブレスの澄布の保護と後の析出工’

轟のたあ必要である．　　　　　一　　　　　　．

　ffreしたアルミン酸野ダ1喜液は不安定で訪酸化ア

ルミ；ウムの種を加え，25～35℃で約3日麗婬すると

アルミナの胸70％は加水分解して永酸化アルミ昌ウム

即ち含7］〈アルミナの沈澱が祈鐵する．　　　　　　　－

　　　NaAl　02＋2H雪O増aOH無1（OH）3

　この種を茄える析出エ程は　Bayerによって考案せら

れ規ので，バイヤー注の生命である（－S）趣ちこの結果得

る水酸化アルミPウムの沈畿｝ま結晶質で澱遇が客易で，

そのため母液（苛性ソーダ）とよく分離出來て，高純度

の水酸化アルミ；一・　tiムを得る．また少鰭けて來た珪酸

ノ戸グ1≠・アルミy酸ソーダρ分解74’7⑪％程度に止あ

　　46

　　　　　　　　　　　　　　　　　・：　　生　　　7≦董…ゴ　　把F　　　究

　　たときは落液中に止まる．また栂液は苛性ソーダ故，こ

　　れは寧に濃縮することにより，循盤使用し得る．從來ほ

　’1洗澱生成に淡酸ガスを用いだの．r（E’・母灘‡歩酸ソーダと

　　な？て，とれは石次によ1う萄性ソーざに愛イヒする噸が

　　あつた．　　　　　　　t

　　　析出榔鯉の榔719酸化ア・・静転を析出ev

　　めた後，上澄を分・離し，沈澱ほシツクナーにより母液と・

　　よく分離し，最後1に璽室圓筒鰍渦機1こより・完燈に母液

　　欝いて，水酸化アルミニ琳の沈澱を得る母灘ア

　　ルミy醸ソーダを含む苛性ソーダで・貫室蒸魏によb・

　＋濃縮し，苛性ソーダを捕充し，始めの混合槽に戻iず

　　　水酸化アルミi：ウムは脱水して．Tルミナとする．カヶ

一一“
@ト爾窩1箕のような廻軸鰍を用い，、130G・’vl400℃に囎

　　，して水分を完至に除く．

　　　　　2AI（OH）s＝A1二〇s－｝←3H20　　 1　　　　　「

　　　このよ5にバイヤー法では，細心の管理の下でt：t，葦

　　一キサイト中の珪酸演多量でない限り，原料及び工程か

　　ち來る不純勃は完企に除去出來ることが最大の特搬砺

　　，る・バイヤー法で得たアルミナの品位の1例は②，SiOt

　　e．O．3％，　Fe20s　O、03％，　TiOe　O．01％，　Na‘CO3α19タ6，

　　AユeO3　99∴F49‘である申　　　　　　　　、

　　　パイヤい法の鮫鮎としては赤泥の分聡L水酸化アルi

　　ニウムの析t［lt虞室蒸装等にi知心の管理が必要であるこ

　　¶ととオートクV　一・　V’及眞室蒸蹴に用いる蒸汽，醗水及

　　騒に用いる熱源として燃料を多量に必要とすることで

　　ある．　　　，

　　　バイヤー法ではアルミナユtiこポ問キサイト（細凸

　　60．％程度）　県勺2恕，’石弦…孟i勺　2t，（7000　カF！コー葎…度｝を

　　必要とする．　　　4

　　　バイヤ」法は以上のよ5な特掻及び歓爵をもつが，今・

　　日これに代り得る：方法1ままだなL、昌

　　　6　非バイヤー法　　　　　　一’

バイヤー法以外のナルミ牙雛方法を祭辮して葬刈

ヤr法と言5，

　非バイヤー法として最も威功したのi瓢．所謂ソー〆石

荻法である（帥．これ雌酸の多い原ms：Nをソーダ友と駆

とで孕謝ヒ態とし，アルミナは，アルミソ酸ソーグ溶液と

して溶出し，珪酸は．珪酸カル’シウムの洗濃として爾者を

分雌する方法である．豪國は今多じ紀職中高珪酸iE一キザ

イレにバイヤー法を適用し，得た赤泥にこの方弦を遙5

して姦蘇吉タ1を得た’G，．

　7　む　す　びI　　　　H）’

①アルtl．＝ウ源料としては，珪駿の少い茄寂

㌣サイトが用いられる．南洋のピソタソ島には良質が

崎サ朴を多鑓…出するので，我姐禿分翻翻

る．

　　　　　く



　　第’昇：＄第4魏’・　・∫　』

　｛2）ボ戸キサイトよ’り高純度のアルミナを得るにはバ

ぜ癌灘勝・・イヤー渾瀬灘苛性ヅー4’・｛＝よ

り・アル継をアルミy酸ソー囎液と’し・不純物を赤泥

：z・vて除ぎ，ζれに水酸化アルミ＝ウムの種を加えてJJn．

就解iこよ朔蔽化アルミゆムの沈澱を棚出せしめe一

の沈i殿を齢いて7ルEL　iFを得る・（195Q・　1・22）’

　　　　　　‘　・交，　蹴七‘
〔9吉木「酎択魯工理」P，169．
（2）「電氣化母垂煙覧1ユP．－47iN47b．

・｛3）　「巧≒邦イ髭昂コC露t．a．～概篇！」　ヲ1三」二’「豊耳金腸」　P」一亨9・

．（4）Bayer，濁逸特貯，43977（1SSS）　’

（5＞1■f奮巧～コ〔期…造：［程昭集」p。21

Y5’s

　（6，Gould．1nd．　Eng．　Chε血．’1nd二Ed．，37．797（1945）・　「

‘』（のA皿d・ts。n・，”Thg　M・t・恥・gy・b　gf’A1・mini・m，・nd．，

・AlumE血皿・11。y呂叫一19量5・P・77～6キ

・・@螢 微粉炭イ．ソゼクターLの實験

i桑・非　源　績（化seCM＞

する相樹位地によつて調節でRる．2女インゼクタ’ぞ
　　　　　　　　　　　r　　　　1　　　　　　　　　　　　　　’
は昇厘と．稀繹の作用をする．’　　－
　　　　　　　　　　　　　　　1　　．　　　　，

　　’第2表炎験値の例（室温：9．5～12℃）

　氣流中に紐粒盟を供給する三型式の装置の特性に

’・いては既に報告したが，1）その4切1型式，竪型イ’ン

ゼクター弐・について1最近徹粉淡を的雁を有する齪に・

吹込むという賓謙の要求によVr一蓮の箕験を行い工業

化の目詮を得たので，そめ担i要をここに報告する．
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E諾機1
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a　　　　　　　　　　　　　’　　　　　鳳

猛

後粉淡インゼクター変駐髪置

司mmH・（ゲージ…・蜘レ

1』

1．S

　賀駐装置は晴圃の如く，空無脱縮機，塞鉱貯櫓，1

款及び2夫インゼクタr－，サイクロン分離器がその主

要都で，湖定箇所は1圃中に記入した荊りである．イン

響クターの主嬰寸法被第1i表に示ナ、1典インゼクタ　．

t一 ﾍボツバー底都にノヅルを設け，2｝母淡・空氣混合

　　　　　第1表　インゼ．クター主要寸法
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勃をデ‘7ニー一ザで歴力画復せしめるもので，”ホッパ

h丙での閉塞及飛嵯を防ぎ，猟滑な紛多きの供給を行う

ことオ1できる．又修≒給飛はノノルのディフニーザに1鍵・

監1＞　＄・n・，仕a根竣，1319。（1Stg）

　2）＊ツパー麟窟角‘5・，〃ルの殿匿睡庇の架獺葱嬬
々に投立っ．

　6卵ツシma過の徴繊二をmいて行っだ賞麟果の1

例を第2表に示す．表中Sは微紛炭流景［kg／血in］，G1

及びG2はそれぞれ1吹及び2次ノグル通過空無流量

を示t一ノヅ’嘔PN・’ пDけるほξ・大なる鰹
Hb2に打草って微溺律供給することがで智鋤｛，．背’

匪が高くなると混合比SIGiが低下する．

　暴礎實駿！｛：引綬匙，i某篇錬所のユ，際僚件に遮合する

大型一次インゼクタ三〔主要寸法は第1表参照）を試
作し，申間貴駝1を行ったが，，最高ノ’ヅル理15atgを用

昌うれば，一次インゼクターのみで背塵850鵬mH9に

打克って，微粉炭を1．s段glmi11〕の飼合で圓滑に供

給することがで毒た・

　この斑究に雷つて‘む里菱鍍業，三菱化工機科墨

研究灰高島氏，當硬究室北條，後藤氏，縦械科學生小

松，八木氏等の力強い協力を得たことを厘く感謝した

い．實験は範嗣を按げ，精度を冊すたあに今岱績行』中

rであるt；，工業第一段に好結果を牧めた今貞，’LY上の’

概要を蓮i報した次第である．（1950・1・18）
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